
 

１ 総合事業の利用について 

  ６月末で更新となる方、７月１日以降新規申請をする方から順次総合事業に移行しま 

す。 

平成２８年７月１日から総合事業を開始しますが、混乱を招きますので、要支援者全 

員を一度に移行することはせず、対象となる方から順に案内をすすめます。 

 平成２９年６月末までは現行相当サービスの利用が出来ますが、現行相当サービスの 

利用対象者は、一定の条件を満たす方に限定していきます。訪問介護、通所介護のサー 

ビスを受けている利用者に対し、新しい制度に変わっていくことをお話しください。 

 また、現在認定を受けている方が、更新の時期を待たずに前倒しで総合事業に移行す 

ることは、混乱を避けるため、行わない方針です。 

 

 上記の図で示すとおり、利用者の総合事業への移行のタイミングは次の３つです。 

  ① 要支援認定を受けていた方が、更新後、再度要支援認定を受ける。 

   ② 要介護認定を受けていた方が、更新後、要支援認定を受ける。 

   ③ 新規で申請した方が、基本チェックリストにより総合事業対象者となる。 

   

＊介護予防事業所における利用者の違い 

   事業所が、総合事業のみなし指定を受け、基準緩和型サービスの指定を合わせて受 

けた場合、以下の３パターンが考えられます。 

   Ａ 介護予防訪問介護、介護予防通所介護サービスを受ける方 

   Ｂ 総合事業（現行相当サービス）を受ける方 

   Ｃ 総合事業（基準緩和型サービス）を受ける方 

    

   Ａは、まだ更新月が到来していない方 

   Ｂは、更新月が到来し、引き続きこれまでのサービス内容と同等に利用する方 

   Ｃは、引き続きこれまでのサービス内容でなくとも良い方、新規利用の方 

   東郷町では平成２９年７月から、ＢまたはＣのみとなります。 

① 

③ 

② 

総合事業への移行の前倒しは基本的

には行いませんが、次の場合は前倒し

を可とします。 

ただし、総合事業へ前倒し移行する

時は、その後のサービスの利用につい

てよく検討の上、行うようにしてくだ

さい。 

 

【前倒し可とする総合事業内容】 

＊通所型サービスＣを利用しようとす

る場合（ケアマネジャーは東郷町包括

支援センターになります。） 

＊サービス未利用者等が、更新の時期

を待たずに楽トレシニア教室を利用し

ようとする場合 



２ 事業所の指定について 

  現在の介護予防事業所の指定日により申請の要・不要が変わります。 

  ① 平成２７年４月１日で指定を受けていた事業所 

 全国一律に、総合事業実施事業所としてみなし指定を受けているため、平成３０ 

年３月３１日までは特に指定申請に関する事務なし。 

 

② 平成２７年４月１日以降指定を受けた（受ける）事業所 

    ①のようにみなし指定を受けていないため、要支援認定者を引き続き受入れる場 

合は東郷町への指定申請が必要。 

 

③ 平成２８年７月以降、基準緩和型サービスを実施する事業所 

  基準緩和型サービスを実施する場合は、東郷町への指定申請が必要。 

 

 

  ＊②及び③の指定申請様式については、後日 HPに掲載します。 

  ＊平成３０年度以降の指定については、平成２９年度中にご案内します。 

 

  

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

指定申請の様式は、東郷町ＨＰに掲載しています。（Ｈ２８．６．１３～） 

 格納場所  http://www.town.aichi-togo.lg.jp/kaigo/sougoujigyou.html  

 


